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《人口と世帯》（平成29年１月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：130,015人
　　 （男：62,022人、女：67,993人）

　世帯数：48,601世帯
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隔月連載

   Vol.3　市民とつくる本緞帳

新しい文化会館の建設の進捗や開館に向けた取り組みを紹介します。

　舞台と客席を仕切り、日常と非
日常の境をつくる緞

どんちょう
帳は、ホール

の顔とも言われます。文化会館に
設置する本緞帳の大きさは、縦
９.５ｍ・横20ｍ。デザインは、
世界的に活躍する画家・千住博氏
の絵画『水神』に決まりました。
2015年にヴェネツィア・ビエン
ナーレで初公開された作品で、出
羽三山の雪解け水など、月山の豊
かな水資源を思い浮かばせるデザ
インとなっています。勢い良く流
れる滝のように、様々な芸術文化
が絶え間なく創造されるよう期待
を込めて採用しました。

　本緞帳制作は、プロポーザル方
式で選定されたオリエンタルカー
ペット㈱が行います。染色や織り
などの制作の全行程を、社内の職
人が一貫して行っている同社。細
密な表現力が持ち味で、皇居や歌
舞伎座などの絨

じゅうたん
毯、県内では遊学

館や川西町フレンドリープラザな
どの緞帳を手掛けています。
　本緞帳の素材の一部に用いる絹
は、庄内地域で生産される「鶴岡
シルク」です。その中には「繭人」
が携わった絹も含まれます。繭人
とは、市民が蚕の飼育体験をする
取り組みで、鶴岡シルクタウン・
プロジェクトの一環で始まりまし
た。緞帳制作にあたり39人と９
団体が繭人の取り組みに参加。松
岡㈱の製糸工場で、繭を絹糸へ加
工する過程を見学・体験した繭人
は「大切に育てた蚕が本緞帳の一

２月３日撮影

■問合せ／社会教育課芸術文化係☎57‐2139
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『水神』（2015）

部になると思うとうれしい」「完
成が楽しみです」と話していまし
た。
　新たな顔となる本緞帳は、今秋
にお披露目予定です。

○C  村上義親

ふ化したばかりの蚕を受け取る繭人

絹糸を束にする「捻
ねんぞう

造」を体験する繭人
千住 博 氏
日本画家。東京都生まれ。1995年
第46回ヴェネツィア・ビエンナーレ
にて名誉賞受賞。日本画・版画・壁画・
デザインなどの絵画制作にとどまら
ず、文筆活動や教育にも携わる。


